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APCS通信2009年夏号外【実務者会議プレ特集】日本語版
アジア太平洋都市サミット：Asian Pacific City Summit（APCS）は、コンテンポラリーな都市政策情報「APCS通信」の発信を開始しました。APCS通信では、これからの都市政策・都市運営のヒントとなるような情報をピックアップし、APCS会員都市のみならず、福岡市・APCS事務局と交流の深い都市・研究機関・メディア・市民の皆様にお届けしています。6月の創刊号は、国内600、海外200個人・組織の皆様に送らせていただきました。
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■アジア太平洋都市サミット：Asian Pacific City Summit（APCS）とは？
アジア太平洋都市サミット（APCS）は1994年に福岡市の提唱によって設立された国際都市ネットワークです。都市レベルでの国際交流が重要な役割を担う、現代の社会情勢の下で「アジア太平洋の都市の連携とネットワークの構築」を目指し、1994年から隔年でアジア太平洋地域の首長が一堂に会す国際会議を開催してきています。
現在の会員都市は13か国29都市（光陽市は入会予定）です。

●海外(20都市)オークランド市(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ),バンコク市(ﾀｲ王国),ブリスベン市(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ),釜山広域市(大韓民国),大連市(中華人民共和国),広州市(中華人民共和国),光陽市(大韓民国),ホーチミン市(ﾍﾞﾄﾅﾑ社会主義共和国),香港特別行政区政府(中華人民共和国),ホノルル市(ｱﾒﾘｶ合衆国),イポー市(ﾏﾚｰｼｱ),ジャカルタ特別市(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ共和国),済州特別自治道(大韓民国),クアラルンプール市(ﾏﾚｰｼｱ),マニラ市(ﾌｨﾘﾋﾟﾝ共和国),浦項市(大韓民国),上海市(中華人民共和国),シンガポール,ウルムチ市(中華人民共和国),ウラジオストク市(ﾛｼｱ連邦) ●日本国内(9都市)鹿児島市,北九州市,熊本市,宮崎市,長崎市,那覇市,大分市,佐賀市,福岡市
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Ⅰ．第8回アジア太平洋都市サミット（APCS）実務者会議IN福岡特集
· ２００９年９月に開催するAPCS実務者会議IN福岡のテーマ「文化芸術活動による都市の魅力づくり」のプログラム案を一足お先にお届け
· APCSと工房まる（福祉作業所・障害者アーティスト支援機関）とのアートコラボレーション
Ⅱ．福岡の文化芸術活動・振興の今 
・福岡市における文化芸術活動の主な担い手

1 行政

2 企業

3 市民

【編集・発行】　アジア太平洋都市サミット事務局

（財）福岡アジア都市研究所　（Fukuoka　Asian Urban　Research　Center　：　URC）
[image: image7.emf]★福岡市における「文化・芸術活動・振興」に関する３つの主要ファクター・担い手

　

●工房まる

●本サミットで発表・視察するファクター・担い手

【図中の見方】

②企業 ③市民・NPO

①福岡市（行政）

福岡市における文化・芸術活動＆振興支援

●イムズ

●福岡市アジア美術館

●福岡アジアトリエンナーレ

●福岡アジア文化賞

●アジアフォーカス福岡国際映画祭



●紺屋2023

●福岡文化芸術振興財団

●アジア太平洋フェスティバル

学術研究・教育

図中活動・組織・施設の概要



①



②株式会社イムズ



③紺屋2023

〒810-0001　福岡市中央区天神１-１０-１　福岡市役所北別館６階
電話：092-733-5687　　FAX：092-733-5680　　URL：www.urc.or.jp　　E-mail：　　　　　　　　　　　　　
担当：山下永子・山本公平・大関麻里子　　　2009/8/24
Ⅰ．第8回アジア太平洋都市サミット（APCS）実務者会議IN福岡特集
１）第８回アジア太平洋都市サミット（APCS）実務者会議プログラム概要（ドラフト20090805）

１　開催都市　　

日本国福岡市

２　日程　　

【プレプログラム】

2009年９月１６日（水）交流ウエルカムパーティ
【公式プログラム】
2009年９月１７日（木）市長挨拶視察、歓迎レセプション等

2009年９月１８日（金）基調講演、各都市事例発表・意見交換、市民フォーラム、視察、送別会
３　参加者

（1） アジア太平洋都市サミット会員都市政府及び、同都市政府が推薦する関連団体・NPO等の
民間団体で、以下の業務に携わっている実務者。

　　・文化・芸術振興

　　・文化・芸術関連イベント

　　・文化・芸術情報の発信による都市プロモーション・観光振興

　　・文化・芸術を活用したまちづくり

　　・文化・芸術政策の調査・研究

　　・その他、文化・芸術に関わる施策の企画・実施など

（２）会員都市に同行するジャーナリスト
（３）ホスト都市のまちづくり・芸術文化活動に携わる市民・企業の方々
４　テーマ

　　　　文化・芸術活動による都市の魅力づくり

５　アジェンダ案
1． 会議詳細スケジュール　　※主要プログラムのみ掲載
	日時　　　
	場所
	内容
	備考

	16日

(水)
	18:30-20:30

120分
	西鉄イン福岡1階

カフェレストラン
	市民歓迎レセプション
	○まちづくりを担う市民主催。アートライブパフォーマンスで皆様をお迎えします。

	17日
(木)
	9:30-10:30 

60分
	博多エクセルホテル東急
	開会式、オリエンテーション
	○市長あいさつ

○趣旨説明

	
	11:00-12:20
80分
	福岡アジア美術館
	行政が担う文化芸術視察
アジアの近現代美術を収集展示する世界的でも貴重な福岡アジア美術館視察
	○学芸員レクチャー

○世界初、画期的な取り組み「福岡アジア美術トリエンナーレ」見学。世界で最も早いアジアの現代美術最先端を体験出来ます。

	福岡市内の文化芸術関連施設・事業視察
	
	
	
	

	
	12:45-13:45
	イムズ13階レストラン
	昼食
	60分

	
	13:50-14:20
	イムズ会議室
	参加者紹介､紺屋概要説明
	30分

	
	14:20-15:10

50分
	イムズ
	企業が担う文化芸術視察
文化･芸術の振興や公共的機能充実等幅広い価値を提供する複合商業施設イムズ視察
	○マネージャーレクチャー

○質の高い文化・情報を体験出来る多機能商業施設・アートイベント｢イムズ芸術祭｣見学。(イムズ= IMS　=　Inter Media Station)

	
	15:40-16:30

50分
	紺屋２０２３
	市民が担う文化芸術視察

老朽化した民間アパートをリノベーションし、新たな価値を創造する民間アートセンター視察
	○ディレクターレクチャー

○大学、コンテンポラリーダンス、デザイン、建築、ギャラリー、アパレル、美術など多様な創造の担い手が集う現場を見学。民間活力が街を魅力的にします。

	
	16:30-17:00

30分
	ジョーキュウ醤油

※希望者のみ参加。希望されない方は自由行動となります。


	オプションツアー

江戸時代から150年以上の歴史を刻む老舗の醤油蔵と日本庭園等の日本文化を視察
	○店主レクチャー

○福岡市都市景観賞にも選ばれた街中のオアシス。ここでは醤油を始め日本の伝統的調味料も購入出来ます。

	
	18:20-20:00

100分
	福岡アジア文化賞授賞式

福岡国際会議場
	行政が担う文化芸術視察

世界初、アジアの叡智を顕彰する福岡アジア文化賞授賞式視察
	○学術、芸術、文化などの分野で顕著な業績を上げたアジアの知の巨人が表彰される。

○授賞式には例年日本の皇室もご臨席されます。

	
	20:20-21:50

90分
	福岡サンパレス
	福岡アジアマンス20周年記念歓迎レセプション
	○福岡の特徴的な文化政策「アジアマンス」の20周年を祝い、このサミットをはじめ、世界中のゲストを歓迎するレセプションとなります。

	日時
	場所
	内容
	備考

	18日

(金)
	9:30-9:45

15分
	アクロス福岡国際会議場
	開会式。主催者、在福岡国連機関の挨拶等
	○創造都市の専門家が、世界の最新文化政策や日本での官民の芸術・文化支援の動向を語り問題提起します。

	
	9:50-10:30

40分
	
	基調講演ニッセイ基礎研究所芸術文化プロジェクト室長吉本光宏氏
	

	本会議
	10:45-11:30

45分
	
	福岡市発表

○文化振興課20分

○TRAVELERSPROJECT主宰　　野田恒雄氏7分

○アートサポートふくおか代表　古賀弥生氏７分

○参加者からのコメント（2名10分）
	○文化振興課が行政による文化芸術政策全般を説明します。

○紺屋2023等の古アパート再生プロジェクトで、街に創造的人材を惹きつける、気鋭の建築家が、そのコンセプトや特徴を語ります。

○多様な市民の芸術活動を支援するNPOの代表が、民間の視点で、文化芸術活動についてコメントします。

	
	11:30-12:00

30分
	
	釜山広域市発表

○文化芸術課　芸術振興係長　20分

○参加者からのコメント（2名10分）
	○釜山の文化･芸術政策・プロジェクトに関する最新情報を発表します。

	
	12:05-13:20
	西鉄イン13階ﾚｽﾄﾗﾝ
	昼食
	75分となりの建物に移動

	
	13:20-13:50

30分


	アクロス福岡国際会議場

	シンガポール発表

○情報芸術省次長（芸術）または、国立遺産局主任（政策＆研究）20分

○参加者からのコメント（2名10分）
	○シンガポールの文化･芸術政策・プロジェクトに関する最新情報を発表します。

	
	13:50-14:20

30分


	
	バンコク都発表

○文化・スポーツ・ツーリズム局政策・企画部長

○参加者からのコメント（2名10分）
	○バンコクの文化･芸術政策・プロジェクトに関する最新情報を発表します。

	
	14:35-15:35
60分


	
	○質疑応答（ラウンドテーブル）

○吉本光宏氏総括コメント
	○回収した質問票をもとに、ラウンドテーブル形式で論議します。また参加者同志の意見交換も行います。

	
	15:35-15:50

15分
	
	閉会挨拶
	○第9回市長サミット開催地ウラジオストク市の挨拶等

	
	16:30-17:30

60分
	アジア太平洋フェスティバルマリンメッセ福岡
	行政が担う文化芸術視察

○アジアステージ（芸能）

○アジア屋台（飲食）

○アジアプラザ（物販）
	○アジアの舞踊、ポップカルチャー等芸能やアジアと九州の食を楽しむイベントで、日本の特産品・お土産も販売します。

	
	18:00-19:00
	ｿﾗﾘｱｽﾃｰｼﾞ6階ﾚｽﾄﾗﾝ
	送別会
	60分

	
	18:00-20:30
150分
	アジアフォーカス・福岡国際映画祭2009ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ

福岡国際会議場
	オプションツアー

行政が担う文化芸術視察

世界的にもﾕﾆｰｸなアジア映画の祭典で映画鑑賞
	○今回の上映作品は「GO GO 70s」(2008年／韓国)

○サミット参加都市は事前申込により鑑賞出来ます。
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６　基調講演者プロフィール

吉本光宏氏

ニッセイ基礎研究所 芸術文化プロジェクト室長
Mr. Mitsuhiro Yoshimoto
Director, Arts & Cultural Projects, NLI Research Institute
撮影：杉全泰
1958年徳島県生。早稲田大学大学院修了（都市計画）後、社会工学研究所などを経て、1989年からニッセイ基礎研に所属。1997～98年セゾン文化財団の助成で米国コロンビア大学大学院に留学。東京オペラシティ、世田谷パブリックシアター、いわき芸術文化交流館アリオス等の文化施設開発、東京国際フォーラムアートワーク整備事業、電通新社屋アートワークプロジェクトなどのコンサルタントとして活躍する他、文化政策や公立文化施設の運営・評価、クリエイティブシティ、アートNPO、アウトリーチ、メセナなど、アートマネジメント分野の幅広い調査研究に取り組む。
現在、文化審議会文化政策部会委員、創造都市横浜推進委員会委員長、東京芸術文化評議会専門委員、文化経済学会理事、東京藝術大学大学院非常勤講師、NPO法人STスポット横浜副理事長、NPO法人アートNPOリンク理事、NPO法人アートネットワーク・ジャパン理事など。主な著書は、アート戦略都市－EU・日本のクリエイティブシティ（監修）、旦那と遊びと日本文化（共著）。
２）APCSと工房まる（福祉作業所・障害者アーティスト支援機関）とのアートコラボレーション
①工房まる×APCS実務者会議IN福岡＝オフィシャルバッグ

　　MARU WORKS　×　2009．Asian Pacific City Summit IN Fukuoka
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＝　APCS　Official　TOTE BAG
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　工房まるは福岡市にある福祉作業所です。
　『まる』ではかれらの個性とふれあい、日常的な生活をケアすると同時に、社会の中でそのチカラを活かせる仕事や役割を見出すことを目標に絵画や陶芸といったメンバーの創作活動、作品の販売、ライブや食をテーマにしたイベントなどを行っています。
アジア太平洋都市サミット事務局は、「アジア太平洋都市サミット実務者会議IN福岡（テーマ：文化芸術をいかした都市の魅力づくり）」のプロモーションのために、また、障害者の自立支援を目的として、工房まる作成のステキなトートバックを公式バックとして採用しました。

使って便利、見てカワイイ、このバックが、9月17－18日福岡にあふれることになるでしょう。
②工房まる×市民交流ウエルカムパーティ＝アートライブ
2009．9.16　18：30-＠コマンタレヴー（会費制￥3500）
    MARU WORKS　×　2009．Asian Pacific City Summit IN Fukuoka
   ＝　APCS　Welcome & Networking Party hosted by citizens
工房まるのアーティストが、パーティ会場で、アートパフォーマンスを魅せてくださいます！
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊イメージ（7/30＠アフターザレインでの模様）


工房まる　 〒815-0041　福岡市南区野間3丁目19-26
TEL:092-562-8684   FAX: 092-562-8688　mail:info@maru-web.jp　 http://www.maru-web.jp/
Ⅱ．福岡の文化芸術活動・振興の今 

１）福岡市における文化芸術活動の主な担い手

　福岡市では、主に３つのアクターが地域の芸術・文化活動を支え盛り上げています。本サミット実務者会議では、その３つのアクターの現場を訪れるとともに、発表を通じてその活動をご紹介いたします。


· APCS通信に掲載する　会員都市の皆様からのイベント告知情報を募集します！情報をお寄せください！　












2009年夏号外のコンテンツ
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